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は
じ
め
に

　

大
阪
府
泉
佐
野
市
に
あ
る
本
覚
山
妙
光
寺
は
、
大
覚
妙
実
（
一
二
九
七
～
一

三
六
四
）
を
開
山
と
仰
ぐ
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
創
立
の
日
蓮
宗
寺
院
で
あ

る
（
（
（

。
旧
本
寺
は
京
都
妙
覚
寺
。
戦
乱
興
亡
の
間
、何
度
も
兵
火
で
焼
失
し
た
が
、

永
享
年
間
の
四
世
日
延
（
？
～
一
四
四
四
）、天
正
元
和
年
間
の
九
世
日
近
（
？

～
一
六
二
三
）、
延
宝
天
和
年
間
の
十
六
世
日
遥
（
？
～
一
七
〇
一
）
に
よ
り

再
興
さ
れ
た
。
妙
光
寺
に
は
多
く
の
寺
宝
が
格
護
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
遥
に

よ
る
克
明
な
寺
の
記
録
『
妙
光
寺
古
文
書
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

妙
光
寺
で
は
、
現
在
も
釈
迦
の
涅
槃
会
を
盛
大
に
執
り
行
っ
て
い
る
が
、
筆

者
は
近
年
そ
の
涅
槃
会
に
懸
用
さ
れ
る
、
二
本
の
「
涅
槃
図
」
を
拝
見
し
調
査

さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
は
そ
の
内
の
一
本
、
画
面
上
部
に
七
字
題

目
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
大
書
し
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
の
年
紀
を
記

す
作
品
を
紹
介
し
、
若
干
の
私
見
を
加
え
た
い
。
図
（
1
）

Ⅰ　

概　

要

　

本
作
の
装
丁
は
絹
本
に
着
彩
さ
れ
た
掛
幅
で
、
法
量
は
縦
が
一
一
九
、
〇
セ

ン
チ
、
横
が
六
三
、
五
セ
ン
チ
で
あ
る（

（
（

。
な
お
、
本
紙
左
端
に
記
さ
れ
た
開
眼

主
日
延
の
花
押
と
右
端
の
施
主
日
源
の
字
の
一
部
が
僅
か
な
が
ら
欠
け
て
い
る

の
で
、
修
復
時
に
切
り
詰
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
制
作
当
初
は
描
き
表
装

で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
状
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

の
も
の
で
は
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　

画
面
は
経
年
劣
化
に
よ
り
、
退
色
や
剥
落
が
進
ん
で
お
り
一
部
図
様
が
不
分

明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
補
筆
補
彩
に
よ
る
大
き
な
図
様
の
変
更
は
認
め
ら
れ

な
い
。
次
に
図
様
を
概
観
す
る
。

　

縦
長
の
画
面
の
中
央
に
は
、
皆
金
色
身
の
釈
迦
が
、
右
手
を
屈
臂
し
前
に
出

す
古
様
な
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
頭
北
面
西
で
宝
床
の
上
に
横
臥
す
る
。
宝
床
は

左
側
面
を
見
せ
、
菩
薩
、
天
部
、
仏
弟
子
な
ど
が
そ
の
周
り
を
取
り
囲
み
、
宝

床
の
前
面
に
は
俗
人
も
姿
を
見
せ
る
。
更
に
画
面
下
部
に
は
獅
子
白
象
を
中
心
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に
動
物
が
参
集
す
る
。
宝
床
の
傍
ら
に
あ
る
沙
羅
樹
は
四
本
ず
つ
、
葉
の
色
を

変
え
て
描
か
れ
、
僅
か
な
が
ら
跋
提
河
の
水
波
も
覗
か
れ
る
。
画
面
上
方
七
字

題
目
の
下
に
は
、
二
月
の
望
の
月
が
描
か
れ
、
右
上
方
か
ら
は
阿
那
律
に
先
導

さ
れ
た
摩
耶
夫
人
が
、
侍
者
を
伴
い
降
臨
す
る
。

　

本
作
で
ま
ず
目
を
惹
く
の
は
、金
泥
に
よ
り
大
書
さ
れ
た
七
字
題
目
で
あ
り
、

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
制
作
時
期
と
開
眼
主
及
び
施
主
名
を
記
す
金
字
銘
で
あ

る
。
先
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
図
様
は
、
応
徳
涅
槃
図
に
代
表
さ
れ
る
唐
時
代

の
涅
槃
図
に
倣
っ
た
、
横
長
で
会
衆
の
数
が
比
較
的
少
な
い
第
一
形
式
で
は
な

く
、
宋
元
時
代
の
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ
た
、
縦
長
で
会
衆
の
数
が
増
し
悲

嘆
慟
哭
の
様
が
激
し
い
、
い
わ
ゆ
る
第
二
形
式
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
な
お
、
図
像
的
に
は
な
か
な
か
興
味
深
い
点
も
あ
り
、
後
程
、
や
や
詳
細

に
み
て
い
く
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
、
本
作
の
伝
来
と
年
紀
銘
の
確
認
か
ら
始

め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

㈠　

伝
来
と
元
禄
本

　

妙
光
寺
に
は
、
第
十
八
世
の
智
鑑
院
日
遥
が
貞
享
三
年
（
一
六
六
八
）
に
記

し
た
『
妙
光
寺
古
文
書
』
が
伝
存
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
一　

涅
槃
図　

一

幅
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
本
作
は
こ
の
涅
槃
図
に
該
当
す
る
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

　

な
お
、
現
在
妙
光
寺
に
は
、
本
作
の
他
に
も
う
一
点
、
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）、
妙
光
寺
第
十
九
世
本
是
院
日
詮
（
？
～
一
七
二
三
）
の
代
に
、
京
都
の

熱
心
な
法
華
信
者
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
口
法
悦
に
よ
り
施
入
さ
れ
た
涅
槃
図

（
以
後
元
禄
本
と
略
称
）が
伝
来
し
て
い
る（

（
（

。元
禄
本
は
縦
が
本
作
の
二
倍
近
く
、

横
は
二
倍
強
の
大
き
さ
を
持
ち
、
紙
本
の
掛
幅
装
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

元
禄
本
の
図
様
を
本
作
と
比
較
し
て
見
て
い
く
と
、
釈
迦
は
同
じ
く
金
色
身

で
、
右
手
を
屈
臂
し
て
前
に
出
し
、
足
も
同
様
に
両
足
首
か
ら
先
を
広
げ
、
老

女
が
そ
の
先
に
触
れ
る
姿
勢
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
摩
耶
夫
人
は
画

面
右
上
空
か
ら
飛
来
す
る
も
の
の
、
阿
那
律
は
振
り
返
ら
ず
、
侍
者
は
三
人
に

増
え
、金
色
の
月
は
摩
耶
夫
人
一
行
の
上
に
配
さ
れ
る
。
画
面
中
央
上
方
に
は
、

同
じ
く
金
泥
に
よ
り
七
字
題
目
が
大
書
さ
れ
る
が
、類
型
化
し
た
ス
タ
イ
ル
で
、

そ
の
運
筆
に
本
作
の
よ
う
な
個
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
会
衆
や
動
物
の

数
は
か
な
り
増
加
し
て
お
り
、
図
像
的
に
も
本
作
と
の
相
似
性
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。

　

鮮
や
か
な
彩
色
が
よ
く
残
る
が
、
筆
技
は
本
作
に
比
べ
か
な
り
劣
る
。
恐
ら

く
、
工
房
に
伝
わ
る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
図
様
を
基
に
、
釈
迦
の
図
像
に
関
し

て
は
本
作
の
古
様
な
ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し
て
新
調
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。

　

元
禄
本
の
基
本
デ
ー
タ
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

法
量　

縦
一
九
〇
、
一
セ
ン
チ
×
横
一
四
九
、
三
セ
ン
チ　

紙
本
着
色　

一
幅

裱
背
墨
書
銘

　
「
元
禄
第
四
年
辛
未　

當
寺
十
九
世
代　

日
詮　

花
押
」

　
　

泉
区
佐
野
妙
光
寺　

京
都
谷
口
法
悦　

寄
進
」
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と
こ
ろ
で
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
堺
市
の
月
蔵
寺
に
は
同
じ
く
谷
口
法
悦
が

施
入
し
た
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
年
紀
銘
を
も
つ
「
仏
涅
槃
図
」
が
伝

来
し
て
い
る（

（
（

。
法
量
は
ほ
ぼ
元
禄
本
と
同
じ
で
、
元
禄
本
同
様
、
画
面
中
央
に

は
類
型
的
な
七
字
題
目
が
金
泥
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
図
様
も
、
同
じ
く

第
二
形
式
の
定
型
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
も
の
で
、
鮮
や
か
な
色
調
や
パ
タ
ー
ン
化

し
た
波
や
雲
の
表
現
な
ど
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
個
々
の
図
像
に
は
相
違

も
認
め
ら
れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
釈
迦
の
姿
で
、
元
禄
本
と
同
じ
金
色

身
で
表
わ
し
、
似
た
よ
う
な
宝
床
に
横
た
わ
り
な
が
ら
、
よ
り
一
般
的
な
右
手

枕
の
図
像
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る（

（
（

。
両
者
は
、同
一
人
物
に
よ
り
寄
進
さ
れ
、

と
も
に
近
世
に
通
例
の
図
様
を
と
り
な
が
ら
、
元
禄
本
の
釈
迦
の
み
古
様
な
ス

タ
イ
ル
を
採
用
し
て
い
る
背
景
に
は
、
や
は
り
元
禄
本
が
既
に
あ
っ
た
本
作
の

図
様
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

㈡　

年
紀
銘

　

本
作
に
お
い
て
ま
ず
目
を
惹
く
の
は
、
画
面
上
方
の
中
央
に
金
泥
で
大
書
さ

れ
た
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
字
の
題
目
で
あ
る
。
こ
の
七
字
題
目
は
、
日

蓮
の
思
想
の
中
核
を
示
す
も
の
で
、数
多
く
残
さ
れ
た
日
蓮
筆
の
お
曼
荼
羅（
文

字
曼
荼
羅
、
あ
る
い
は
曼
荼
羅
本
尊
と
も（

（
（

）
に
お
い
て
も
、
そ
の
中
央
に
大
書

さ
れ
て
い
る
。

　

画
面
左
に
は
、
そ
の
日
蓮
信
仰
を
象
徴
す
る
七
字
題
目
と
同
じ
金
泥
を
用
い

て
「
永
享
六
年　

仲
冬
」「
日
延
」
と
い
う
年
紀
と
署
名
、
更
に
花
押
が
記
さ

れ
て
い
る
。
図
（
2
・
3
）
こ
の
日
延
と
は
、
妙
光
寺
の
第
四
世
正
覚
院
日
延

の
こ
と
で
、
本
寺
で
あ
る
妙
覚
寺
第
九
世
を
継
い
だ
、
妙
光
寺
の
実
質
上
の
開

祖
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

幸
い
妙
光
寺
に
は
、
こ
の
日
延
に
よ
る
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
に
表
し
た

「
曼
荼
羅
本
尊
（
（
（

」が
伝
来
し
て
お
り
、そ
の
書
風
と
独
特
な
花
押
の
照
合
に
よ
り
、

両
者
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
図
（
4
）
更
に
、
本
作
の
金
字
題

目
と
日
延
筆
の
曼
荼
羅
本
尊
に
大
書
さ
れ
た
題
目
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
と

も
に
、
妙
光
寺
が
開
祖
と
仰
ぐ
大
覚
妙
実
の
書
風
に
倣
う
も
の
で
、
本
作
の
文

字
は
か
な
り
剥
落
し
て
い
る
が
、「
南
」
や
特
徴
の
あ
る
「
経
」
の
字
の
比
較

に
よ
り
両
者
は
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
図
（
5
・
6
）
な
お
、
日
延
が
大
覚
の

書
風
に
倣
う
の
は
、
大
覚
に
倣
い
、
不
受
不
施
義
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
妙
覚

寺
の
姿
勢
を
顕
示
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る（

（
（

。

　

一
方
、画
面
左
側
に
は
同
じ
く
金
泥
で
「
泉
州
妙
光
寺
常
住
」、更
に
下
に
「
施

主　

日
源
」
い
う
奉
納
者
名
が
、
日
延
と
は
異
な
る
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
図

（
7
・
8
）
こ
の
日
源
と
は
、
四
世
日
延
を
継
い
で
妙
光
寺
第
五
世
と
な
る
信

道
院
日
源
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
妙
光
寺
に
は
現
在
日
源

の
書
は
伝
存
せ
ず
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
改
め
て
本

作
の
図
様
や
表
現
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
観
て
い
き
た
い
。
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図　

様

　
　
　

釈
迦

　

画
面
中
央
に
は
、
袈
裟
を
敷
い
た
宝
床
の
上
に
、
蓮
台
に
頭
を
載
せ
た
釈
迦

が
右
手
を
屈
臂
し
て
前
に
出
し
、
右
脇
を
下
に
し
て
両
足
先
を
開
い
て
横
た
わ

る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
一
般
に
右
手
枕
で
両
足
を
重
ね
る
図
像
が
普
及
し
て

い
く
の
に
対
し
、
比
較
的
古
様
と
さ
れ
る
形
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
最
古
作

と
し
て
は
石
山
寺
所
蔵
の
作
品
が
知
ら
れ
る（

（
（

。
ま
た
第
二
形
式
の
代
表
例
と
し

て
は
、
宋
画
と
考
え
ら
れ
る
京
都
長
福
寺
本
が
あ
り
、
こ
の
系
統
に
神
奈
川
龍

華
寺
本
や
愛
知
妙
興
寺
本
、
京
都
東
福
寺
本
、
岩
手
常
楽
寺
本
、
三
重
正
眼
寺

本
（
（1
（

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
桃
山
時
代
に
お
い
て
も
、
狩
野
松
栄
筆
大
徳

寺
本
（
足
先
は
開
か
な
い
）
や
長
谷
川
等
伯
筆
本
法
寺
本
な
ど
が
同
図
像
を
踏

襲
し
て
お
り
、
中
で
も
、
妙
光
寺
の
本
寺
で
あ
る
妙
覚
寺
の
所
蔵
で
あ
る
伝
狩

野
元
信
筆
本
も
、
こ
の
図
像
を
採
用
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
図
（
9
・
10
）

　

次
に
表
現
を
見
て
い
く
と
、
宝
床
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
描
か
れ
た
釈
迦
の
顔

は
横
向
き
で
、
両
目
を
閉
じ
た
穏
や
か
な
表
情
は
伸
び
や
か
な
線
で
大
変
丁
寧

に
描
か
れ
る
。
肉
髻
は
朱
、
白
豪
は
胡
粉
で
塗
り
、
頭
髪
は
群
青
、
髪
際
に
は

緑
青
を
加
え
、
眉
は
濃
墨
に
白
禄
や
群
青
を
重
ね
る
な
ど
、
仏
画
の
通
有
の
技

法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、額
髪
を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

涅
槃
図
に
お
い
て
こ
の
額
髪
を
描
く
の
は
、
早
期
の
例
と
し
て
、
応
徳
涅
槃
図

の
中
に
描
か
れ
る
菩
薩
像
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
釈
迦
像
に
お
い
て
は
あ
ま

り
見
か
け
な
い
。

　

ま
た
興
味
深
い
の
は
、
先
に
挙
げ
た
諸
作
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
着
彩
さ
れ
た

姿
で
釈
迦
を
表
す
の
に
対
し
、
本
作
は
皆
金
色
身
で
表
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
で
、
唯
一
同
じ
く
皆
金
色
身
で
表
す
の
は
、
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）

作
の
岩
手
常
楽
寺
本
（
（1
（

だ
が
、
摩
耶
夫
人
一
行
が
画
面
左
手
よ
り
来
臨
し
、
会
衆

の
図
像
に
も
相
違
点
が
目
立
つ
た
め
、
直
接
的
な
関
係
性
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、今
後
よ
り
広
く
同
様
の
作
品
の
探
索
を
試
み
、

改
め
て
考
え
て
ゆ
き
た
い（
（1
（

。
そ
の
釈
迦
の
着
る
法
衣
は
、
通
例
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
金
泥
と
金
箔
を
併
用
し
文
様
を
表
し
て
い
る
。
文
様
は
卍
崩
し
、麻
の
葉
、

亀
甲
、
更
に
袈
裟
の
条
部
に
は
菊
花
を
用
い
る
な
ど
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
る
。
釈

迦
の
横
た
わ
る
宝
床
も
、
金
泥
の
金
具
や
格
座
間
の
文
様
な
ど
華
や
か
な
装
飾

が
眼
を
惹
く
。

　
　
　

摩
耶
夫
人
降
下

　

画
面
上
方
中
央
に
は
、
金
泥
で
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
字
題
目
が
記
さ

れ
、
そ
の
上
に
は
二
月
十
五
日
の
月
が
銀
泥
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
そ
の
題
目

の
す
ぐ
横
、
右
上
方
か
ら
は
摩
耶
夫
人
一
行
が
阿
那
律
に
先
導
さ
れ
刀
利
天
よ

り
降
下
す
る
。
図
（
11
）
一
行
を
振
り
返
る
阿
那
律
が
、
地
蔵
菩
薩
の
よ
う
に

錫
杖
を
手
に
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
が
、
釈
迦
の
図
像
を
同
じ
く
す
る
正

眼
寺
本
が
、
や
は
り
錫
杖
を
手
に
し
て
お
り
、
阿
那
律
の
図
像
と
し
て
一
定
数
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5

本
覚
山
妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
小
考

の
コ
ピ
ー
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
摩
耶
夫
人
に
従
う
前
方
の
侍
者

は
翳
、
後
方
の
侍
者
は
傘
蓋
を
持
す
。
侍
者
が
傘
蓋
を
持
つ
例
は
珍
し
く
、
あ

る
い
は
来
迎
図
な
ど
の
図
像
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

摩
耶
夫
人
一
行
の
彩
色
は
剥
落
が
著
し
く
、
残
念
な
が
ら
白
く
塗
ら
れ
た
面

貌
表
現
の
線
描
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
方
、
阿
那
律
の
生
々
し
い
顔
貌
表
現
は

印
象
的
で
、
特
に
打
ち
込
み
の
目
立
つ
癖
の
強
い
濃
墨
の
線
を
用
い
て
目
の
上

瞼
を
描
き
、
瞳
も
比
較
的
大
き
く
描
く
点
に
、
本
作
の
絵
師
の
特
徴
が
見
て
取

れ
る
。

　
　
　

菩
薩

　

画
面
中
央
の
宝
床
を
囲
ん
で
、
東
側
に
は
白
色
の
身
色
で
表
さ
れ
た
菩
薩
衆

が
並
び
、
宝
冠
に
化
仏
を
つ
け
る
観
音
と
思
し
き
菩
薩
は
、
や
や
離
れ
て
足
元

の
方
に
控
え
る
。
菩
薩
の
肉
身
は
均
一
な
細
い
丁
寧
な
線
を
用
い
、
面
貌
表
現

は
剥
落
が
多
い
が
、
釈
迦
と
同
じ
く
額
髪
を
描
き
、
眼
の
周
り
に
は
朱
を
さ
し

て
涙
を
浮
か
べ
る
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　

弟
子

　

宝
床
を
取
り
囲
む
弟
子
達
は
膚
色
を
し
た
比
丘
形
で
表
さ
れ
る
が
、
釈
迦
の

頭
部
の
後
ろ
に
控
え
て
目
を
赤
く
腫
ら
し
、
菩
薩
と
同
じ
白
色
の
顔
を
見
せ
る

比
丘
形
は
、
釈
迦
の
息
子
で
弟
子
と
な
っ
た
羅
睺
羅
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

宝
床
の
手
前
に
や
や
離
れ
て
俯
せ
の
状
態
で
倒
れ
る
、
同
じ
く
白
色
の
比
丘
形

は
弟
子
阿
難
、
そ
の
阿
難
を
手
に
鉢
を
持
っ
て
介
抱
す
る
の
は
阿
泥
樓
駄
。
両

者
の
組
み
合
わ
せ
は
中
世
以
降
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
、
近
世
期
に
は
頻
繁

に
登
場
す
る
が
、
阿
難
の
ポ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
俯
せ
と
仰
向
け
の
二
通
り
が

見
ら
れ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
金
泥
で
様
々
な
文
様
を
施
し
た
袈
裟
を
つ
け
る
弟
子
達

と
は
別
に
、
た
だ
一
人
、
釈
迦
の
足
元
に
あ
る
沙
羅
樹
の
間
か
ら
、
横
顔
を
見

せ
る
墨
染
の
衣
を
つ
け
た
比
丘
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
像
に
関
し
て
は
、
後
に

本
作
の
制
作
背
景
の
と
こ
ろ
で
再
考
し
て
み
た
い
。
図
（
12
）

　

弟
子
達
の
面
貌
を
観
察
す
る
と
、
眼
の
上
瞼
に
濃
墨
の
強
い
線
を
用
い
、
瞳

を
大
き
く
描
い
て
強
調
す
る
表
現
が
目
に
つ
き
、
阿
那
律
の
面
貌
表
現
と
共
通

す
る
本
作
の
絵
師
の
特
色
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
は
、
中
世
羅
漢

画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
打
ち
込
み
の
強
い
線
描
が
用
い
ら
れ
る
が
、
薄
墨
に
胡

粉
で
点
を
入
れ
る
頭
髪
や
鬚
の
表
現
は
、
生
き
た
人
間
と
し
て
の
生
々
し
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　
　

天
部

　

天
部
衆
は
、
菩
薩
の
背
後
や
そ
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
。
四
天
王

は
、
兜
を
か
ぶ
っ
た
甲
冑
形
が
そ
れ
に
あ
た
る
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
宝
床
の

四
隅
に
分
か
れ
て
登
場
、
兜
の
緒
を
握
る
も
の
、
あ
る
い
は
合
掌
す
る
も
の
な

ど
姿
勢
は
様
々
で
持
物
は
表
さ
な
い
。
八
部
衆
で
は
、
日
月
を
掲
げ
る
真
っ
赤

な
阿
修
羅
や
鳥
を
頂
く
迦
楼
羅
、
蛇
を
載
せ
る
摩
睺
羅
伽
と
い
っ
た
代
表
的
な
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6

美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

姿
が
確
認
で
き
る
。
角
を
付
け
る
夜
叉
は
二
体
、
や
は
り
菩
薩
の
背
後
に
姿
を

見
せ
、
白
色
と
緑
色
の
龍
王
二
体
は
、
宝
床
の
前
面
に
分
か
れ
て
登
場
す
る
。

宝
床
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
金
剛
力
士
が
や
は
り
左
右
に
分
か
れ
、

動
転
し
た
様
で
描
か
れ
る
。
釈
迦
の
頭
の
傍
に
並
ぶ
沙
羅
樹
の
下
で
、
袖
で
口

元
を
隠
す
唐
服
の
女
性
は
、
浄
飯
夫
人
あ
る
い
は
広
目
天
女
（
土
佐
行
広
筆
興

聖
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
名
札
参
照
）
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
部
も
比
丘
形
同
様
、
打
ち
込
み
の
目
立
つ
強
い
線
描
を
用
い
た
表
現
が
主

と
な
っ
て
い
る
が
、白
龍
を
頭
に
頂
く
難
陀
龍
王
（
興
聖
寺
本
名
札
参
照
）
の
、

表
情
豊
か
な
老
相
の
表
現
は
本
作
の
絵
師
の
筆
力
の
高
さ
を
物
語
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
図
（
13
）

　
　
　

俗
人

　

釈
迦
の
差
し
出
さ
れ
た
手
の
す
ぐ
下
で
、
足
を
投
げ
出
し
手
で
顔
を
覆
う
よ

う
な
し
ぐ
さ
の
童
子
形
は
迦
葉
童
子
。
迦
葉
童
子
か
ら
や
や
離
れ
て
、
宝
床
の

手
前
か
ら
釈
迦
の
方
向
を
見
上
げ
る
俗
人
は
、
服
制
か
ら
耆
婆
大
臣
と
推
察
さ

れ
る
。
両
者
と
も
に
先
行
作
例
に
同
様
の
図
像
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

宝
床
の
上
に
身
を
乗
り
出
し
釈
迦
の
足
先
に
触
れ
る
の
は
、
毘
舎
離
城
の
老

女
。
こ
の
図
像
は
、
弟
子
大
迦
葉
に
よ
る
拝
足
に
代
わ
っ
て
中
世
以
降
に
広
ま

り
、
や
は
り
近
世
期
に
は
一
般
的
な
図
像
と
な
る
。

　

涅
槃
経
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
鍛
冶
工
純
陀
は
、
頭
巾
を
被
り
椀

飯
を
捧
げ
る
。
純
陀
の
後
方
に
は
、
輝
石
を
盆
に
載
せ
て
捧
げ
る
、
蝸
牛
の
よ

う
な
形
の
帽
子
を
か
ぶ
る
人
物
が
描
か
れ
る
。
図
（
14
）
こ
の
特
徴
あ
る
帽
子

を
か
ぶ
る
人
物
は
、
鎌
倉
時
代
の
兵
庫
太
山
寺
本
に
既
に
認
め
ら
れ
、
同
時
代

の
興
聖
寺
本
（
浄
無
垢
蔵
離
車
と
名
札
記
載
）
以
下
土
佐
派
系
の
作
品
に
は
、

図
像
に
多
少
の
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
よ
く
登
場
す
る
。

　

更
に
、
本
作
に
は
俯
せ
に
な
り
地
に
頭
を
つ
け
て
嘆
く
人
物
が
多
数
観
ら
れ

る
が
、
そ
の
中
で
、
右
手
を
地
に
つ
け
左
手
を
顔
に
や
る
唐
服
の
女
性
と
地
に

俯
せ
す
る
唐
服
の
女
性
を
組
み
合
わ
せ
た
図
像
は
、
同
じ
く
太
山
寺
本
に
見
ら

れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
　
　

動
物

　

画
面
下
方
に
参
集
す
る
動
物
は
、
白
象
と
獅
子
を
中
心
に
よ
く
ま
と
ま
り
、

鳥
獣
類
の
他
、
ム
カ
デ
や
カ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
が
加
え
ら
れ
、
更
に
摩
羯
魚
の

よ
う
な
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
の
背
中
に
瘤
を
つ
け
た
よ
う
な
駱
駝

や
、
驚
い
た
よ
う
な
大
き
な
目
を
し
て
、
火
炎
光
を
背
負
う
よ
う
な
麒
麟
の
姿

な
ど
も
登
場
し
、
そ
の
動
物
表
現
は
、
絵
師
の
想
像
力
を
垣
間
見
る
よ
う
で
な

か
な
か
楽
し
い
。

　

こ
う
し
た
自
由
な
発
想
に
よ
る
図
様
に
対
し
、
動
物
の
中
心
に
位
置
す
る
象

と
獅
子
の
図
像
に
注
目
す
る
と
、
両
手
を
あ
げ
、
腹
を
見
せ
る
獅
子
の
ポ
ー
ズ

は
、
図
（
15
）
太
山
寺
本
、
大
阪
長
宝
寺
本
、
滋
賀
正
歴
寺
本
、
同
西
明
寺
本
、

根
津
美
術
館
本
な
ど
十
五
世
紀
以
前
の
作
例
に
既
に
認
め
ら
れ
、
本
作
以
前
に

相
当
数
コ
ピ
ー
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
図
像
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
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7

本
覚
山
妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
小
考

か
る
。
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
象
の
姿
を
見
る
と
、
本
作
の
よ
う
に
、

頭
を
低
く
し
鼻
を
地
に
つ
け
俯
せ
の
姿
勢
を
と
る
図
像
は
、
南
北
朝
期
の
作
と

さ
れ
る
西
明
寺
本
の
み
で
、
他
は
全
て
頭
を
上
げ
る
図
像
を
と
っ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
図
（
16
・
17
）

　

最
後
に
、
動
物
群
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
片
隅
に
描
か
れ
た
異
形
の

存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
画
面
の
右
端
、
衣
を
纏
わ
ず
、
膝
を
ま
げ
て
合
掌
す
る

褐
色
の
裸
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
図
（
18
）
顔
は
確
か
に
人
面
で
表
さ
れ

て
い
る
が
、
体
は
獣
に
限
り
な
く
近
い
。
人
に
非
ざ
る
人
と
も
い
え
る
こ
の
異

様
な
姿
は
、
管
見
の
限
り
、
他
の
涅
槃
図
に
は
見
い
だ
す
事
の
出
来
な
い
図
像

で
、
本
作
の
際
立
っ
た
特
色
の
一
つ
と
言
え
る
。
こ
の
異
形
の
存
在
が
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
こ
の
モ
チ
ー
フ
と
本
作
の
制
作
環
境
と
の
関
わ
り
と

い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

景
観
表
現

　

宝
床
の
周
り
に
は
、
緑
の
葉
に
白
い
花
を
つ
け
た
沙
羅
樹
と
黄
土
色
の
葉
に

青
い
実
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
た
沙
羅
樹
が
そ
れ
ぞ
れ
四
本
ず
つ
分
か
れ
て
描

か
れ
、
釈
迦
の
死
に
際
し
、
一
夜
の
内
に
白
変
し
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

姿
を
装
飾
的
に
表
し
て
い
る
。
沙
羅
双
樹
の
間
か
ら
立
ち
上
る
雲
気
も
、
白
色

以
外
に
淡
い
青
、
赤
、
黄
な
ど
の
色
彩
を
用
い
て
描
か
れ
、
大
き
く
描
か
れ
紋

様
化
し
た
よ
う
な
沙
羅
樹
の
花
の
表
現
と
呼
応
し
て
、
装
飾
的
な
効
果
を
一
層

高
め
て
い
る
。

　

わ
ず
か
な
が
ら
、
画
面
右
端
に
は
跋
提
河
の
水
波
が
覗
か
れ
る
が
、
左
端
は

補
彩
と
思
わ
れ
る
白
緑
に
覆
わ
れ
て
墨
線
は
確
認
で
き
な
い
。
第
二
形
式
に
多

く
見
ら
れ
よ
う
に
、
釈
迦
の
頭
の
方
向
に
あ
る
沙
羅
樹
の
幹
に
は
、、
仏
鉢
を

包
ん
だ
袋
と
錫
杖
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
本
作
の
図
様
と
表
現
に
つ
い
て
観
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
と
傾
向
を

簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

⑴�　

最
も
注
目
さ
れ
る
特
徴
は
、
中
世
の
仏
涅
槃
図
に
は
類
例
の
無
い
、
金

字
の
題
目
が
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

⑵�　

釈
迦
の
姿
が
、比
較
的
数
の
少
な
い
古
様
な
図
像
を
採
用
し
て
い
る
上
、

同
図
像
の
作
例
と
し
て
は
類
例
の
少
な
い
金
色
身
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

⑶�　

採
用
さ
れ
た
図
像
の
ほ
と
ん
ど
は
、
既
に
多
く
の
作
例
に
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
摩
耶
夫
人
の
侍
者
の
一
人
が
傘
蓋
を
持
し
て
い
る
点
は

注
目
さ
れ
る
。

　

⑷�　

特
異
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
獣
毛
を
生
や
し
た
人
面
の
裸
像
と
、
た
だ

一
人
墨
染
の
衣
を
纏
う
比
丘
形
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

な
お
最
後
に
、
同
時
代
の
基
準
的
作
品
を
次
に
列
挙
し
、
本
作
の
図
様
と
の

関
係
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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同
時
代
の
基
準
作

　

①　

東
福
寺
本　

伝
明
兆
筆　
　
　
　
　
　

一
四
〇
八
年

　

②　

岩
手
常
楽
寺
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
二
〇
年

　

③　

愛
知
長
興
寺
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
二
一
年

　

④　

静
岡
妙
立
寺
本　

足
利
持
氏
在
判　
　

一
四
一
七
～
一
四
二
八
年

　

⑤　

山
梨
大
蔵
経
寺
本　

伝
霊
彩
筆　
　
　

一
四
三
五
年

　

⑥　

京
都
興
聖
寺
本　

土
佐
行
広
筆　
　
　

一
四
五
一
年

　

そ
の
中
で
、
釈
迦
が
右
手
を
屈
臂
し
前
に
出
す
と
い
う
図
像
を
共
有
す
る
の

は
、
①
の
東
福
寺
本
と
②
の
岩
手
常
楽
寺
本
で
あ
る
。

　

①
の
東
福
寺
本
は
、
摩
耶
夫
人
の
来
臨
、
接
足
の
老
女
も
捧
飯
す
る
純
陀
の

姿
も
な
い
な
ど
、
明
ら
か
な
相
違
点
が
目
に
つ
く
。

　

②
の
常
楽
寺
本
は
、
皆
金
色
身
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
点
で
も
一
致
す
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
が
、
摩
耶
夫
人
一
行
は
画
面
左
手
か
ら
来
臨
し
、
会
衆
や
動

物
な
ど
図
像
的
に
異
な
る
点
も
多
い
。

　

残
る
作
品
は
す
べ
て
右
手
枕
の
釈
迦
の
図
像
を
示
す
点
で
、
本
作
と
は
決
定

的
な
相
違
を
示
す
が
、
他
の
部
分
で
は
共
通
点
も
多
い
。
以
下
簡
単
に
比
較
し

て
い
く
と

　

③
の
愛
知
長
興
寺
本
は
、
摩
耶
夫
人
が
本
作
同
様
、
画
面
右
手
か
ら
来
臨
し
、

阿
那
律
も
振
り
返
る
姿
勢
を
採
る
。
加
え
て
獅
子
の
図
像
も
共
通
す
る
な
ど
共

通
す
る
図
像
が
比
較
的
多
い
。

　

④
の
静
岡
妙
立
寺
本
は
、
摩
耶
夫
人
が
画
面
右
手
か
ら
来
臨
し
、
釈
迦
が
皆

金
色
身
で
あ
る
点
で
本
作
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
宝
床
を
囲
む
会
衆
の
図
像

に
相
違
点
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
他
、
獅
子
と
白
象
が
逆
の
配
置
を
と
っ
て
い

る
。

　

⑤
の
山
梨
大
蔵
経
寺
本
は
、、
摩
耶
夫
人
が
同
じ
く
右
手
か
ら
来
臨
し
、
阿

那
律
も
振
り
返
る
姿
勢
を
採
る
。
し
か
し
、会
衆
の
図
像
に
は
相
違
も
見
ら
れ
、

白
象
と
獅
子
が
や
は
り
逆
の
配
置
を
と
る
。

　

⑥
の
興
聖
寺
本
も
摩
耶
夫
人
は
右
手
か
ら
来
臨
す
る
が
、
阿
那
律
は
振
り
返

ら
な
い
。
会
衆
の
図
像
は
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
全
体
的
構
図
も
よ
く
似
る

が
、
獅
子
白
象
な
ど
動
物
の
図
像
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
概
観
し
て
み
る
と
、
釈
迦
の
図
像
を
共
有
す
る
作
品
に
は
、
他
の
図
像

に
お
い
て
相
違
点
が
あ
り
、
釈
迦
の
図
像
の
異
な
る
作
品
に
は
、
共
通
す
る
図

像
も
み
ら
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
即
ち
、
い
ず
れ
の
作
品
と
も
直
接
的

な
影
響
関
係
の
あ
る
作
品
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
作
は
そ
の
図
様
に

お
い
て
、
先
行
作
品
か
ら
適
宜
図
像
を
抽
出
し
て
定
型
の
ス
タ
イ
ル
の
中
に
配

置
し
て
お
り
、
特
定
の
作
例
を
忠
実
に
コ
ピ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、

再
確
認
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
最
後
に
本
作
の
開
眼
主
、
施
主
、
そ
の
開
眼
の
時
期
、
そ
し
て
本
作

を
特
徴
づ
け
る
金
字
の
題
目
を
中
心
に
検
討
し
、若
干
の
私
見
を
提
示
し
た
い
。
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本
覚
山
妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
小
考

Ⅲ　

制
作
背
景
と
金
字
の
題
目

　
　
　

㈠　

妙
覚
寺
日
延
（
？
～
一
四
四
四
）

　

本
作
の
開
眼
主
で
あ
る
妙
光
寺
第
四
世
正
覚
院
日
延
は
、
妙
光
寺
の
本
寺
で

あ
る
京
都
日
蓮
宗
本
山
妙
覚
寺
第
九
世
に
就
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

日
延
は
、泉
佐
野
市
の
生
ま
れ
で（
（1
（

、幼
少
よ
り
妙
覚
寺
七
世
明
珠
院
日
世
（
？

～
一
四
一
五
）
の
も
と
で
勉
学
に
励
み
、
そ
の
後
関
東
に
も
赴
い
て
諸
山
を
遊

歴
し
た
が
、
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
に
は
帰
京
し
て
、
妙
華
院
日
遵
（
（1
（

（
？

～
一
四
四
二
）
と
共
に
師
を
助
け
、
強
義
折
伏
と
不
受
不
施
堅
持
を
標
榜
し
、

妙
覚
寺
の
法
式
「
法
華
宗
真
俗
異
体
同
心
法
度
事
」
を
確
立
し
て
い
る（
（1
（

。
そ
の

一
方
、
十
五
世
紀
に
入
り
、
京
都
本
国
寺
と
妙
本
寺
（
妙
顕
寺
）、
富
士
門
流

の
勝
劣
派
と
一
致
派
、
或
い
は
中
山
法
華
経
寺
と
身
延
山
久
遠
寺
な
ど
諸
山
に

お
け
る
対
立
抗
争
が
激
化
す
る
中
、
門
流
間
の
和
融
に
も
努
め
た
。
そ
の
嗣
真

如
院
日
住
は
、
日
延
の
こ
の
意
志
を
継
ぎ
、
日
延
死
後
の
寛
正
七
年
（
一
四
六

六
）、
寛
正
盟
約
に
よ
っ
て
諸
門
流
の
和
睦
を
成
就
さ
せ
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

ま
た
日
延
は
、
没
年
に
あ
た
る
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
京
都
に
本
山
本
覚

寺
を
開
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
へ
も
弘
通
折
伏
の
活
動
を
広
げ
、
妙

光
寺
の
他
、
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
に
は
泉
州
堺
の
本
覚
山
経
王
寺
を
開
創

し
（
（1
（

、
更
に
大
覚
妙
実
（
一
二
九
七
～
一
三
六
四
）
建
立
の
旧
趾
紀
州
太
田
（
現

和
歌
山
県
海
南
市
）
の
南
照
山
妙
台
寺
を
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
に
再
興

し
た
と
伝
え
る（
（1
（

。
ま
た
就
任
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
同
じ
く
大
覚
妙
実
と
ゆ

か
り
が
深
く
、
不
受
不
施
の
姿
勢
を
堅
持
す
る
備
州
岡
山
の
仏
住
山
蓮
昌
寺
第

七
世
と
な
っ
て
い
る（
（1
（

。
恐
ら
く
、
日
延
は
本
作
に
題
目
を
記
し
た
永
享
年
間
、

大
覚
妙
実
の
布
教
活
動
に
倣
い
、
泉
州
や
紀
州
更
に
備
州
に
お
い
て
積
極
的
な

門
流
の
拡
大
と
充
実
を
図
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
、
こ
の
日
延
の
教
線
拡
大
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
本
作
の
制
作
背
景
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　

㈡　

京
都
妙
覚
寺
と
の
関
連

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、経
王
寺
、妙
光
寺
が
い
ず
れ
も
熊
野
街
道
に
沿
っ

た
商
業
流
通
の
盛
ん
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
殊
に
、
妙
光
寺
が

所
在
す
る
泉
佐
野
市
市
場
は
、
熊
野
街
道
と
粉
河
街
道
が
交
差
す
る
地
勢
に
よ

り
、
十
四
世
紀
後
半
頃
か
ら
商
業
活
動
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
っ
た（
（2
（

。
そ

う
し
た
環
境
と
、
日
蓮
宗
が
京
都
の
商
工
業
者
の
支
持
の
も
と
に
、
比
叡
山
天

台
宗
を
も
脅
か
す
勢
力
と
な
り
、
遂
に
天
文
法
華
の
乱
に
至
っ
た
こ
と
を
併
せ

考
え
る
時
、
日
延
の
教
線
拡
大
に
は
、
本
山
妙
覚
寺
の
日
蓮
宗
門
徒
で
あ
る
有

力
な
京
都
や
大
阪
の
商
工
業
者
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る（
（2
（

。
本
作
品
が
仏
涅
槃
図
と
し
て
は
小
幅
な
が
ら
、
ふ
ん
だ
ん
に
金
泥

を
使
用
し
、
比
較
的
質
の
良
い
顔
料
を
用
い
て
描
い
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
有
力
檀
越
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。

　

更
に
、
妙
光
寺
と
本
寺
の
京
都
本
山
妙
覚
寺
が
日
延
と
い
う
パ
イ
プ
に
よ
っ
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て
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
作
が
、
京
都
の
絵
師
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
洗
練
さ
れ
た
作
風
と
は
言
え

な
い
が
、
本
作
の
絵
師
の
技
術
水
準
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
ま
た
、
よ
く
整

理
さ
れ
た
画
面
構
成
や
古
様
な
釈
迦
の
ス
タ
イ
ル
の
採
用
、
そ
の
他
、
太
山
寺

本
、
長
宝
寺
本
、
妙
興
寺
本
、
西
明
寺
本
、
更
に
土
佐
行
広
筆
の
興
聖
寺
本
な

ど
と
共
通
す
る
図
像
を
用
い
、
そ
れ
ら
を
破
綻
な
く
巧
に
再
構
成
し
て
い
る
点

か
ら
み
て
も
、
仏
画
制
作
に
精
通
し
、
豊
富
な
図
像
を
収
集
す
る
工
房
の
制
作

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
妙
覚
寺
は
天
文
法
華
の
乱
に
よ
っ
て
そ
の
寺
宝
の
多
く
を

失
っ
て
お
り
、
本
作
と
の
比
較
に
適
し
た
絵
画
作
品
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
時
代
は
下
る
も
の
の
、
妙
覚
寺
所
蔵
の
伝
狩
野
元
信
筆
本
が
本
作
と

そ
の
釈
迦
の
図
像
を
共
有
す
る
こ
と
を
想
起
す
る
時
、
や
は
り
狩
野
派
の
よ
う

な
有
力
絵
師
と
繋
が
り
の
深
い
環
境
に
あ
っ
た
妙
覚
寺
の
存
在
は
無
視
で
き
な

い
で
あ
ろ
う（
（2
（

。

　

そ
こ
で
次
に
、
仏
涅
槃
図
に
大
書
さ
れ
た
七
字
題
目
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
。

　
　
　

㈢　

日
蓮
宗
と
題
目

　

本
作
に
お
い
て
ま
ず
目
を
惹
く
の
は
、
画
面
上
方
の
中
央
に
金
泥
で
大
書
さ

れ
た
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
金
字
の
題
目
で
あ
る
。
こ
の
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
の
七
字
は
、
日
蓮
の
思
想
の
核
心
を
示
す
も
の
で
、
釈
迦
の
悟
り
を
象
徴

的
に
表
す
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
題
目
は
、
日
蓮
が
法
華
経
に
よ
る
救

済
の
世
界
を
図
顕
し
た
文
字
に
よ
る
曼
荼
羅
に
お
い
て
、
そ
の
中
央
に
独
特
の

書
体
を
も
っ
て
大
書
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
そ
し
て
日
蓮
は
こ
の
曼
荼
羅
を
、
弟
子
や

信
徒
に
授
与
す
る
た
め
に
多
数
書
い
た
が
、
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
題
目
の

文
字
は
、
日
蓮
と
信
徒
、
師
と
弟
子
を
硬
く
結
び
つ
け
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
で
は
、
こ
れ
ら
日
蓮
自
筆
の
曼
荼

羅
を
本
尊
と
す
る
と
と
も
に
、
弟
子
達
も
そ
の
姿
勢
を
継
承
し
、
自
ら
も
曼
荼

羅
を
書
し
て
布
教
の
為
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
活
用
し
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
、
京
都
へ
の
門
流
の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、
曼
荼
羅
の
趣
旨
を
よ
り
具

体
的
装
飾
的
に
視
覚
化
し
た
日
蓮
宗
独
特
の
絵
画
作
品
「
絵
曼
荼
羅
」
が
制
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
字
曼
荼
羅
と
並
ん
で
布
教
の
有
力
手
段
と
し
て
の
役

割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
、
こ
の
絵
曼
荼
羅
の
形
式
が
整
う
の
は
十
四
世
紀
。

そ
の
完
成
形
に
お
い
て
、文
字
の
尊
格
が
全
て
絵
画
化
さ
れ
た
画
面
の
中
央
に
、

唯
一
大
書
さ
れ
た
の
が
蓮
台
の
上
に
載
る
こ
の
金
字
の
題
目
で
あ
る
。
金
字
題

目
は
、
以
後
強
烈
な
印
象
と
華
麗
な
装
飾
的
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、
絵
像
に

お
い
て
日
蓮
信
仰
の
核
心
を
象
徴
す
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ

う
に
な
る
。
図
（
19
）

　

更
に
日
蓮
宗
で
は
、
絵
曼
荼
羅
以
外
に
も
「
法
華
経
」
関
連
の
「
宝
塔
曼
荼

羅
」、
鬼
子
母
神
や
十
羅
刹
女
、
三
十
番
神
と
い
っ
た
守
護
神
な
ど
の
各
種
信

仰
の
画
像
が
次
々
制
作
さ
れ
、
近
世
期
に
は
、
そ
の
画
面
中
央
に
、
定
型
化
し

た
七
字
題
目
が
、
機
械
的
に
記
さ
れ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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本
覚
山
妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
小
考

　

し
か
し
、
中
世
に
遡
る
仏
涅
槃
図
に
お
い
て
題
目
が
大
書
さ
れ
た
例
は
、
管

見
の
限
り
本
作
以
外
見
当
た
ら
な
い
。
南
北
朝
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
岡
山
妙

法
寺
所
蔵
の
「
仏
涅
槃
図
」
に
は
、
確
か
に
画
面
中
央
に
七
字
題
目
が
大
書
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
字
は
近
世
に
お
け
る
修
復
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る（
（2
（

。

　

や
が
て
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
題
目
を
画
面
に
記
す
作
例
（
（2
（

が
出
て
く
る
と

と
も
に
、
祖
師
日
蓮
を
釈
迦
に
見
立
て
た
日
蓮
宗
独
自
の
涅
槃
図
も
登
場
し
、

そ
こ
に
は
題
目
が
大
書
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
そ
の
一
方
、
こ
れ
と
並
行
し
て
題
目
を

伴
わ
な
い
江
戸
時
代
の
「
仏
涅
槃
図
」
も
日
蓮
宗
寺
院
に
多
く
伝
来
し
て
お

り
（
（2
（

、
仏
涅
槃
図
に
於
け
る
題
目
の
採
用
は
、
他
の
絵
像
程
の
定
着
を
見
な
か
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、「
涅
槃
経
」
に
依
拠
す
る
仏
涅
槃
図
が
懸

用
さ
れ
る
涅
槃
会
の
性
格
が
、
宗
派
を
超
え
た
儀
礼
で
あ
り
、
近
世
に
は
年
中

行
事
の
一
環
と
し
て
、
あ
る
い
は
故
人
の
葬
儀
的
性
格
を
持
っ
て
一
般
に
普
及

し
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
他
の
中
世
仏
涅
槃
図
に
類
例
を
み
な
い
、
本
作
に
記
さ
れ
た
金

字
の
題
目
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
記
さ
れ
ど
の
よ
う
な
機
能
を
は
た
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

㈣　

本
作
の
金
字
題
目

　
　
　

1　

永
享
年
間
の
日
延
の
状
況

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
延
は
永
享
年
間
、
泉
州
堺
、
泉
佐
野
、
更
に
紀
州
太

田
（
現
海
南
市
）
に
ま
で
次
々
と
積
極
的
に
教
線
拡
大
の
た
め
の
布
教
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
寺
院
の
開
創
乃
至
復
興
時
期
を
再
度
時
系
列
的

に
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
経
王
寺
に
関
し
て
は
永
享
元
年
の
開

創
、
妙
台
寺
に
関
し
て
は
永
享
十
年
の
復
興
、
そ
し
て
、
妙
光
寺
の
復
興
時
期

に
関
し
て
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
本
作
の
開
眼
が
永
享
六
年
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
こ
れ
ら
三
寺
院
か
ら
京
都
へ
の
距
離
を
考
え
る
と
、
経
王
寺
、
妙
光
寺
、

妙
台
寺
の
順
で
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
日
延
の
妙
覚
寺
第
九
世
就
任
は
、
兄
弟
子
の
第
八
世
妙
華
院
日
遵
の

没
年
、
即
ち
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
と
一
応
考
え
れ
ば
、
彼
は
少
な
く
と
も

晩
年
に
は
京
都
本
山
に
帰
還
し
て
お
り
、
没
す
る
年
に
本
覚
寺
を
創
始
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、岡
山
蓮
昌
寺
第
七
世
へ
の
就
任
時
期
に
関
し
て
は
、

永
享
年
間
の
泉
州
紀
州
へ
の
布
教
活
動
以
前
か
以
後
か
は
定
か
で
な
い（
（2
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
延
が
本
作
を
開
眼
し
た
永
享
六
年
前
後
は
、
多
忙
な

折
伏
弘
通
の
時
期
で
あ
り
、
一
方
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
諸
山
門
流
の
和
合
に

も
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
し

た
時
期
に
、
日
延
が
妙
光
寺
に
長
く
滞
留
し
、
そ
の
整
備
充
実
を
図
っ
た
と
は

考
え
難
い
。
恐
ら
く
、
有
能
な
弟
子
に
そ
の
後
事
を
託
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　

2　

施
主
日
源

　

そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
の
が
、
本
作
の
施
主
で
あ
る
妙
光
寺
第
五
世
日
源
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
源
に
関
す
る
情
報
は
、
現
在
妙
光
寺
に
は
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術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
出
自
も
不
明
で
過
去
帳
に
も
没
年
の
記
載
が
な
く
、
日

源
が
何
時
第
五
世
を
継
い
だ
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
先
述
し
た
日
延
の
弟
子
で

あ
る
日
住
が
、
後
に
妙
覚
寺
第
十
一
世
、
蓮
昌
寺
第
七
世
、
経
王
寺
第
二
世
、

妙
台
寺
第
四
世
を
継
承
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
日
源
は
泉
州
に
お

け
る
日
延
の
布
教
活
動
に
よ
り
帰
依
し
、
弟
子
と
な
っ
た
人
物
、
或
は
有
力
な

在
地
の
檀
越
（
（2
（

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
作
が
通
例
の
仏
涅
槃
図
の
中
で
は
比
較
的
小
さ
く
、
開
眼
時

期
が
涅
槃
会
の
執
り
行
わ
れ
る
二
月
で
は
な
く
、
仲
冬
、
即
ち
旧
暦
十
一
月
で

あ
る
こ
と
は
、
制
作
の
背
景
に
施
主
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
動
機
が
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
再
び
、
画
面
に
目
を
や
る
と
、
釈
迦
の
足
元
の
傍
に

墨
染
の
衣
を
着
て
後
ろ
姿
を
見
せ
る
比
丘
は
、
正
に
施
主
日
源
そ
の
人
を
表
す

も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
本
作
は
、
妙
光
寺
の
寺
観
を
整
え
、
本
尊
を
奉
懸

す
る
儀
礼
空
間
を
荘
厳
整
備
す
る
中
で
、
日
源
が
住
職
と
し
て
の
務
め
に
専
念

す
る
意
志
を
、
釈
尊
に
帰
依
す
る
姿
と
し
て
描
き
制
作
さ
れ
た
「
仏
涅
槃
図
」

と
し
て
、
奉
納
さ
れ
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
い
え
ば
、
こ
の
時
点
に
お

い
て
、日
延
か
ら
日
源
へ
の
実
質
的
な
相
承
は
な
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

3　

金
字
題
目
の
意
味

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
妙
光
寺
第
五
世
を
継
ぐ
日
源
が
施
主
と
な
り
奉
納
さ
れ

た
本
作
に
、
四
世
日
延
が
金
字
題
目
を
大
書
し
開
眼
し
た
意
味
は
重
い
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
世
仏
涅
槃
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
単
な
る
、
記
号
化
さ

れ
た
マ
ー
ク
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
曼
荼
羅
本
尊
と
し
て
の
絵
曼
荼
羅
に
大
書
さ
れ

た
金
字
題
目
で
あ
る
。
中
で
も
、
京
都
法
華
経
寺
に
伝
わ
る
大
覚
妙
実
署
判
の

「
絵
曼
荼
羅
」（
図
19
参
照
）
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
画
面
に
は
、
大
書
さ
れ
た

金
字
題
目
の
下
に
大
覚
の
署
名
と
花
押
、
そ
の
右
に
「
授
与
法
名
貞
妙
」、
そ

し
て
左
に
開
眼
の
日
付
が
同
じ
金
字
で
書
か
れ
、
更
に
そ
の
両
サ
イ
ド
に
は
貞

妙
夫
婦
と
思
わ
れ
る
墨
染
の
衣
を
纏
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
（
20
）
日
蓮
以
来
、
祖
師
と
弟
子
や
信
徒
と
の
堅
い
絆
の
象
徴
で
も
あ
る
題

目
は
、
こ
こ
で
は
、
大
覚
と
貞
妙
が
深
く
結
ば
れ
た
こ
と
の
証
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

即
ち
、
本
作
に
お
け
る
金
字
題
目
も
ま
た
、
授
与
者
と
施
主
の
違
い
は
あ
っ

て
も
、
こ
の
大
覚
曼
荼
羅
本
尊
と
同
様
師
と
弟
子
、
日
延
と
日
源
を
強
固
に
結

び
つ
け
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
本
作
は
仏
涅
槃
図
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
延
の
署
名
と
金
字

の
題
目
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
延
が
日
源
を
正
統
な
後
継
者
と
し
て

認
め
、
妙
光
寺
の
経
営
を
委
ね
る
べ
く
授
与
し
た
曼
荼
羅
本
尊
と
し
て
の
性
格

を
も
併
せ
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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本
覚
山
妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
小
考

結　
　
　

び

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
永
享
六
年
の
年
紀
銘
を
有
す
る
仏
涅
槃
図
を
紹
介
し
、

そ
の
制
作
背
景
に
関
し
、
特
に
画
面
に
大
書
さ
れ
た
金
字
の
題
目
、
開
眼
主
及

び
施
主
に
注
目
し
、
若
干
の
私
見
を
提
示
さ
せ
て
頂
い
た
。
推
論
に
推
論
を
重

ね
る
内
容
で
あ
り
、
今
後
更
に
調
査
を
重
ね
、
加
筆
訂
正
を
し
て
い
き
た
い
。

諸
先
学
の
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
補
記
】

　

妙
光
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
の
精
査
に
関
し
て
は
、
同
寺
ご
住
職
佐
藤
憲
成

師
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
調
査
撮
影
に
は
長
安
寺
ご
住
職
川
上
大
隆

師
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

【
図
版　

出
典
一
覧
】

図
9　

都
守
基
一
氏
提
供

図
17　
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」（
二
〇
一
一
年
）
図
録
よ
り
複
写

図
19　
「
大
日
蓮
展
」（
二
〇
〇
三
年
）
図
録
よ
り
複
写

図
20　

同
右

他
は
筆
者
撮
影

【
註
】

（
1
）	

妙
光
寺
に
は
、
大
覚
妙
実
が
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
二
月
に
下
付
し
た

曼
荼
羅
本
尊
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』池
上
本
門
寺
編
、　

一
九
八
一
年
参
照
。

（
2
）
本
作
は
平
成
七
年
泉
佐
野
市
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。『
新

修
泉
佐
野
市
史
』
一
一
・
一
二　

建
築
・
美
術
編
、
二
〇
〇
六
年
参
照
。

（
3
）	

谷
口
法
悦
の
俗
名
は
谷
口
甚
衛
門
。
摂
津
麻
田
の
出
身
で
、
京
都
三
条
で

八
幡
屋
を
名
乗
っ
た
商
人
。
三
条
に
あ
る
法
華
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
熱
心

な
法
華
信
者
で
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
全
国
の

街
道
筋
に
題
目
塔
造
立
を
行
い
、
板
曼
荼
羅
も
数
多
く
寄
進
し
て
い
る
。

（
4
）	

月
蔵
寺
本
「
仏
涅
槃
図
」
の
基
本
情
報
は
、
縦
一
九
〇
、
四
セ
ン
チ
、
横

一
四
九
・
三
セ
ン
チ
。
紙
本
着
色
。
堺
市
指
定
文
化
財
。『
描
か
れ
た
仏

の
世
界
』（
堺
市
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
5
）	

谷
口
法
悦
寄
進
の
「
仏
涅
槃
図
」
は
、
他
に
元
禄
四
年
二
月
（
一
六
九
一
）

の
京
都
市
燈
明
寺
と
元
禄
九
年
二
月
の
京
都
府
向
日
市
法
華
寺
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
木
下
幹
夫
「
谷
口
一
族
の
足
跡
２
―
板
曼
荼
羅
そ
の
他
の
寄

進
に
つ
い
て
」『
史
跡
と
美
術
』
六
一
九
号
、
一
九
九
一
年
、
同
「
谷
口

一
族
の
足
跡
３
―
「
長
四
郎
」
と
元
隆
閑
寺
題
目
塔
に
つ
い
て
」『
史
跡

と
美
術
』
六
二
一
号
、
一
九
九
二
年
参
照
。
こ
の
両
作
の
奉
納
銘
に
よ
り
、

釈
迦
の
涅
槃
会
に
合
わ
せ
て
、
谷
口
法
悦
が
精
力
的
に
「
仏
涅
槃
図
」
を

寄
進
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
6
）	

日
蓮
宗
で
は
、
日
蓮
が
図
顕
し
た
文
字
に
よ
る
曼
荼
羅
を
「
お
曼
荼
羅
」

と
尊
称
し
本
尊
と
す
る
。

（
7
）	

日
延
筆
「
曼
荼
羅
本
尊
」
は
「
永
享
十
年
戊
午
長
月
中
旬
」
と
の
年
紀
が

画
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
妙
光
寺
古
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
尊
曼

荼
羅
は
泉
洲
佐
野
の
泉
花
坊
の
日
誦
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

日
誦
に
つ
い
て
は
未
詳
。
永
享
元
年
に
は
堺
市
経
王
寺
が
日
延
に
よ
り
開

か
れ
た
と
す
る
。『
堺
市
史
』
第
三
編
参
照
。『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
参
照
。
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十
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（
8
）	

妙
覚
寺
は
、
も
と
妙
顕
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
日
実
が
、
第
三
代
朗
源
の
死

後
に
お
き
た
後
継
問
題
に
端
を
発
し
て
、
妙
顕
寺
を
退
出
、
小
野
妙
覚
を

開
基
檀
越
と
し
て
開
創
し
た
寺
で
あ
る
。
寺
風
は
厳
正
に
不
受
不
施
を
堅

持
す
る
も
の
で
、
不
受
不
施
派
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。

（
9
）	

石
山
寺
所
蔵
本
は
、
釈
迦
が
両
目
を
開
く
珍
し
い
図
像
を
と
る
。

（
10
）	

龍
華
寺
本
は
鎌
倉
時
代
、
妙
興
寺
本
も
鎌
倉
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。
伝
明

兆
筆
東
福
寺
本
は
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
銘
、
常
楽
寺
本
は
、
応
永

二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
に
開
眼
さ
れ
、
正
眼
寺
本
は
寛
永
八
年
（
一
六

三
一
）
の
寄
進
銘
が
あ
る
。

（
11
）	

常
楽
寺
本
は
、
も
と
京
都
西
禅
寺
（
不
明
）
の
什
物
と
さ
れ
る
。
岩
手
遠

野
市
指
定
文
化
財
。

（
12
）	

京
都
長
福
寺
本
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
作
と
さ
れ
る
、
香

川
常
徳
寺
本
の
八
相
涅
槃
図
の
釈
迦
が
、
皆
金
色
身
で
、
右
手
を
屈
臂
し
、

前
に
出
す
図
像
を
示
し
て
い
る
。

（
13
）	『
堺
市
史
』
第
三
編
参
照
。

（
14
）	

日
遵
は
後
、
日
成
を
継
い
で
妙
覚
寺
第
八
世
と
な
る
。

（
15
）	『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』、立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
団
全
史
』、

『
堺
市
史
』
第
一
編
、
宮
崎
英
修
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
平
楽

寺
書
店
、
一
九
六
九
年
参
照
。

（
16
）	「
與
中
山
浄
光
院
書
」『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
一
八
巻
参
照
。

（
17
）	『
堺
市
史
』
第
一
編
参
照
。「
経
王
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
天
文
法
華
の
乱

の
際
、
妙
覚
寺
門
徒
は
堺
に
避
難
し
た
際
、
こ
の
経
王
寺
に
逃
れ
た
と
さ

れ
る
。

（
18
）	『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
参
照
。

（
19
）	『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
参
照
。

（
20
）	『
堺
市
史
』
第
三
編
参
照
。

（
21
）	

京
都
の
日
蓮
宗
は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
京
都
の
公
武
商
工
業
人
層
の
支

持
を
得
て
大
発
展
し
た
が
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
比
叡
山
延
暦
寺
と

そ
れ
に
同
調
し
た
諸
勢
力
に
よ
り
、
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
、
一
時
堺
に
避

難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
崎
英
修
『
日
蓮
教
団
史
研
究
』
山
喜
書
房
、

二
〇
一
一
年
、藤
井
学
『
法
華
文
化
の
展
開
』
法
蔵
館
、二
〇
〇
二
年
参
照
。

（
22
）	

妙
覚
寺
は
、
狩
野
元
信
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
。『
妙
覚
寺
史
』
本
山
妙
覚

寺
編
、
一
九
九
〇
年
参
照
。

（
23
）	

そ
の
独
特
の
筆
法
を
日
蓮
宗
で
は
ひ
げ
題
目
、
は
ね
題
目
と
い
う
。

（
24
）	『
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
）
妙
法

寺
本
は
も
と
禅
宗
寺
院
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
三
度
の
修
復
が
加
え
ら

れ
て
お
り
、
題
目
は
妙
法
寺
へ
移
入
後
の
寛
延
期
の
修
復
時
に
画
面
上
部

の
補
絹
と
と
も
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）	

一
例
と
し
て
岡
山
狩
野
如
林
筆
「
仏
涅
槃
図
」
池
上
本
門
寺
宝
物
殿
蔵
。

（
26
）	

一
例
と
し
て
神
奈
川
大
乗
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）。

（
27
）	

大
阪
長
安
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）、
神
奈
川
蓮

生
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
な
ど
。
両
本
に
つ
い

て
は
、
拙
論
「
長
安
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」
―
狩
野
甚
之
丞
の
没
年
に
つ

い
て
」『
國
華
』
一
四
六
六
号
、
二
〇
一
七
年
お
よ
び
「
蓮
生
寺
所
蔵
養

川
法
眼
狩
野
惟
信
筆
「
仏
涅
槃
図
」
に
つ
い
て
」『
大
和
文
華
』
一
三
六
号
、

二
〇
一
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）	

蓮
昌
寺
に
関
し
て
は
同
じ
く
兄
弟
子
日
遵
が
第
六
世
、
日
延
は
第
七
世
を

継
い
で
い
る
の
で
、
妙
覚
寺
と
同
様
日
遵
没
年
の
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
29
）	
日
蓮
宗
の
熱
心
な
檀
越
の
中
に
は
、
富
木
常
忍
の
よ
う
に
、
日
蓮
死
後
出

家
し
寺
を
開
創
す
る
人
物
も
い
る
。
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1

SUMMARY

The introduction and criticizing the painting of 
Nirvana of Buddhism owned by Myōkōji temple.

Eriko SAEKI

Myōkōji a temple of Nichiren sect of Buddhism located in Izumisano city in Osaka 
prefecture, holds two pieces of the paintings of Nirvana of Buddha. The one of them 
(hereafter I call it Myōkōji version) is noteworthy because  the date 1434 ( 永享 6 年 ) is 
written by gilt letters on it.

Also the signatures of priest Nichien ( ？～1444) and priest Nichigen ( ？ ) are 
written on it , too. The former priest consecrated Myōkōji version and the latter one 
donated it to Myōkōji temple.

Moreover, Myōkōji version is worthy of attention that Daimoku ( 南無妙法蓮華経 , 
hail Lotus Sutra) is written by gilt letters in the upper center of it.

Daimoku; the sacred title of Hoke-kyo is very important for Nichiren sect of 
Buddhism. That is the icon symbolizing the salvation of Buddha for Nichiren sect of 
Buddhism. So, Nichiren wrote Daimoku by conspicuous letters in the center of the 
Mandala (Nichiren sect of Buddhism call it Mandarahonzon or Omandara) which 
he represented. And Nichiren awarded many Mandaras of his handwriting to his 
disciples.

I have never seen the painting of Nirvana of Buddha like Myōkōji version dating 
back to 15th century except for Myōhonji version (in Okayama prefecture). However, 
I think in the case of Myōhonji version Daimoku was added, when Myōhonji version 
was restored in Edo period.

So, in this paper, I introduce Myōkōji version and express some my opinion 
focusing on the following three points.

1	� The function of Daimoku performed on Myōkōji version. (in the context of 
Nichiren Buddhism).

2	 The background of producing Myōkōji version.
3	� The possibility that is the notable motif wearing black priest robe represents 

a Nichigen who donated Myōkōji version.
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